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2001

十
一
月
中
旬
、
台
山
農
村
公
園
で
は
、 

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
人
た
ち
が 

雪
囲
い
を
し
て
い
ま
し
た
。 

い
よ
い
よ
厳
し
い
冬
が
や
っ
て
来
ま
す
。 
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小
さ
な
町
が
市
町
村
合
併
を
考
え

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
な
ぜ
か
。

そ
れ
は
、
財
政
的
な
理
由
と
、
そ
れ

に
と
も
な
う
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
が
心

配
さ
れ
る
か
ら
で
す
。

ご
存
知
の
と
お
り
自
治
体
は
税
金

で
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
部
の
都

市
な
ど
を
の
ぞ
き
、
日
本
の
多
く
の

市
町
村
は
、
そ
の
運
営
財
源
の
大
部

分
を
国
県
の
補
助
金
や
地
方
交
付
税

に
頼
っ
て
い
ま
す
。

わ
が
東
由
利
町
の
場
合
、
十
月
号

で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、
平
成
十

二
年
度
の
歳
入
決
算
の
う
ち
地
方
交

付
税
の
割
合
が
五
十
五
パ
ー
セ
ン
ト

を
超
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
国
や
県

の
補
助
金
と
合
わ
せ
る
と
約
七
十
三

パ
ー
セ
ン
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
に
対
し
て
わ
が
町
の
町
税
収
入
は

わ
ず
か
六
・
九
パ
ー
セ
ン
ト
。
そ
の

他
は
地
方
債
（
町
の
借
金
）
や
手
数

料
収
入
な
ど
で
ま
か
な
わ
れ
て
い
ま

す
。地

方
交
付
税
と
は
な
ん
で
し
ょ
う

か
。そ
れ
は
所
得
税
な
ど
の
国
税
を
、

日
本
全
国
均
等
に
福
祉
水
準
が
向
上

す
る
こ
と
な
ど
を
目
的
と
し
て
、
地

方
へ
分
配
す
る
お
金
で
す
。
こ
れ
は

過
疎
地
域
な
ど
経
済
的
に
弱
い
と
こ

ろ
ほ
ど
、
歳
入
の
多
く
を
占
め
る
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

日
本
は
こ
れ
ま
で
経
済
成
長
と
文

化
発
展
を
遂
げ
て
き
ま
し
た
が
、
時

代
の
流
れ
と
平
成
の
バ
ブ
ル
崩
壊
を

機
に
、
こ
れ
ま
で
の
規
模
の
ま
ま
で

の
地
方
自
治
行
政
シ
ス
テ
ム
で
は
、

地
方
分
権
や
情
報
化
な
ど
の
新
し
い

時
代
に
対
応
す
る
こ
と
が
む
ず
か
し

く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
自
治
体
に
も

リ
ス
ト
ラ
の
時
期
が
や
っ
て
き
た
と

言
え
る
で
し
ょ
う
。

わ
た
し
た
ち
の
生
活
圏
は
ま
す
ま
す
拡
大
し
、
必
要
と
す
る
サ
ー
ビ
ス
も
多

様
化
・
高
度
化
し
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
時
代
に
適
応
す
る
た
め
に
、
市
町
村
の
自
主
的
な
合
併
は
有
効
な
方

策
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
中
私
た
ち
の
東
由
利
町
で
も
多
様
化
す
る
住
民
サ
ー
ビ
ス
や
、
新
し

い
時
代
の
流
れ
に
対
応
す
る
た
め
に
、
合
併
に
つ
い
て
の
検
討
が
必
要
と
な
っ

て
い
ま
す
。

いま日本は
市町村合併を考える
時期を迎えています

右のマップは、平成11年度に実施された
「21世紀の広域的まちづくり研究」におい
て調査結果から導き出されたものです。
（平成12年6月：「秋田県市町村合併支援要
綱」で公表）
「広域的なまとまりのある地域」が11地

域、局所的な「特に結びつきの強い地域」
10地域が、それぞれ調査結果に基づき区割
りされています。親近感や合併の是非とい
った住民の意識や、勤務先・通学先、買い
物先、通院先といった日常生活圏の強い結
びつきが、結果としてあらわれています。
なおこれは「望ましい合併地域」や「県

の合併案」が示されたものではありません。

※　マップの外の□は、広域的なまとまり
の地域の中でも特に結びつきの強い地域
を示しています。

市町村合併パターンの例
＜一体性の認められる地域の例示＞

特
集
〜
市
町
村
合
併

琴 丘 町  
山 本 町  
八 竜 町  

二ツ井町 
藤 里 町  

男 鹿 市  
若 美 町  

五城目町 
八郎潟町 
井 川 町  

昭 和 町  
飯田川町 

雄 和 町  
河 辺 町  

矢 島 町  
鳥 海 町  

仁賀保町 
金 浦 町  
象 潟 町  増 田 町  

十文字町 
東成瀬村 

森 吉 町  
阿 仁 町  
合 川 町  
上小阿仁村 

※大曲市ほか９町村の
　区域は、親近度の強
　い２～３程度の市町
　村が重なり合ってい
　る状態にある。 

町町
のの
未未
来来
をを
考考
ええ
るる
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市町村合併によって次のようなことが期待されてい
ます。

①高齢者への福祉サービスを担うマンパワーの確保ができる
ほか、保健婦や土木技師など専門職の採用・増強を図るこ
とができ、専門的かつ高度なサービスを提供できます。
②役所の窓口サービスや文化施設、スポーツ施設などの公共
施設が多くの場所で利用可能になります。
③道路や市街地の整備、文化施設、スポーツ施設などを効率
的に整備することにより、一体的なまちづくりを進めるこ
とができます。
④行政経費が節約され、少ない経費でより高い水準の行政サ
ービスを行うことができます。

A
合併のメリットは何ですか？

市町村合併が現在求められている
理由としては、次のようなことが
挙げられます。

①地方分権の進展により市町村の役割が重
要になっています。
②今日、市町村は、少子高齢化や環境問題、
情報化の進展といった、行政課題の多様
化・高度化・広域化に対する的確な対応
が求められています。
③国、地方を通じた厳しい財政状況のもと
で、市町村が現在の行政サービスの水準
を将来にわたって維持していくために
は、行財政基盤の充実を図るとともに、
効果的な行財政運営を実現していくこと
が求められています。

A

合併前の関係市町村間で話し合っ
て決められますが、一般的には、

事務処理の方法の効率化などによって、サ
ービス水準は高いほうに、負担は低いほう
に調整されることになっています。

A

動
き
出
し
た
合
併
の
検
討

去
る
八
月
二
十
一
日
に
、
本
荘
由
利
一
市
十
町

の
企
画
関
係
職
員
で
組
織
す
る
「
市
町
村
合
併
共

同
研
究
会
」
が
発
足
し
、
第
一
回
の
会
議
が
本
荘

市
役
所
で
開
か
れ
ま
し
た
。
こ
の
会
は
市
町
村
合

併
の
必
要
性
や
合
併
に
関
す
る
影
響
な
ど
を
、

様
々
な
角
度
か
ら
共
同
で
調
査
研
究
す
る
目
的
で

設
置
さ
れ
ま
し
た
。

本
荘
由
利
地
域
で
は
現
在
、
仁
賀
保
、
金
浦
、

象
潟
の
三
町
が
、
行
政
レ
ベ
ル
で
検
討
す
る
協
議

会
を
設
置
し
て
い
ま
す
が
、
県
内
に
お
い
て
は
ま

だ
、
法
定
、
任
意
共
に
合
併
協
議
会
を
設
立
し
て

い
る
と
こ
ろ
は
あ
り
ま
せ
ん
。
全
国
的
に
見
る
と
、

九
月
末
現
在
で
半
分
以
上
の
市
町
村
が
合
併
の
検

討
を
始
め
て
い
ま
す
。
国
で
は
市
町
村
合
併
の
指

針
と
し
て
、
現
在
の
市
町
村
数
を
約
三
分
の
一
に

す
る
と
し
て
い
ま
す
が
、
特
に
過
疎
化
が
進
ん
で

い
る
秋
田
県
に
お
い
て
は
人
口
規
模
か
ら
見
て

も
、
合
併
の
メ
リ
ッ
ト
を
生
か
す
た
め
に
は
、
よ

り
広
域
の
合
併
に
な
る
と
見
込
ま
れ
ま
す
。

本
町
に
お
い
て
も
、
現
在
職
員
レ
ベ
ル
で
の
合

併
検
討
を
始
め
て
お
り
、
去
る
十
一
月
七
日
に
は

議
会
と
職
員
の
合
同
で
合
併
を
テ
ー
マ
に
し
た
研

修
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
今
年
の
新
春
町
政

座
談
会
で
は
合
併
に
関
し
た
話
題
が
予
定
さ
れ
、

町
で
は
今
後
、
住
民
と
一
緒
に
な
っ
て
合
併
の
検

討
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
市
町
村
合
併
は
住
民
ひ

と
り
ひ
と
り
が
主
役
で
す
。
自
分
た
ち
の
住
ん
で

い
る
町
の
未
来
に
つ
い
て
、
今
、
真
剣
に
考
え
る

と
き
が
き
て
い
ま
す
。

市町村が合併して大きくなること
で問題ないのですか？
例えば、福祉などのサービスが乏しくなっ
たり、水道料金などが高くなるということ
はありませんか？

どうして今、市町村
合併が求められてい
るのですか？

Q

Q

Q
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さよなら大琴小学校シリーズ・最終回

盛
会
に
終
え
た『
思
い
出
た
か
ら
箱
』事
業

十
一
月
三
日
、
大
琴
小
学
校
閉
校
式
が
盛
大
に
行
わ
れ
ま

し
た
。

当
日
は
、
来
賓
、
歴
代
の
校
長
先
生
や
教
師
、
宿
・
袖
山

小
学
校
時
代
を
含
め
た
卒
業
生
な
ど
、
町
内
外
か
ら
二
百
六

十
八
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

出
席
者
の
な
か
に
は
卒
業
し
て
か
ら
約
六
十
年
ぶ
り
に
学

校
を
訪
れ
、
同
級
生
と
再
会
し
た
人
も
い
て
、
受
付
脇
に
並

べ
ら
れ
た
歴
代
の
卒
業
写
真
を
眺
め
な
が
ら
、
開
式
前
の
ひ

と
と
き
、
昔
話
に
花
を
咲
か
せ
て
い
ま
し
た
。

長
谷
山
教
育
委
員
長
の
式
辞
の
あ
と
に
、
町
長
を
は
じ
め
、

学
校
長
、
議
会
議
長
な
ど
か
ら
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

最
後
に
は
在
校
生
を
代
表
し
て
、
六
年
生
の
浅
田
麻
理
奈
さ

ん
が
「
残
り
少
な
い
時
間
を
、
私
た
ち
み
ん
な
で
楽
し
く
過

ご
し
て
い
き
た
い
」
と
し
っ
か
り
し
た
口
調
で
あ
い
さ
つ
を

し
、
校
歌
合
唱
で
式
典
を
閉
じ
ま
し
た
。

式
典
後
の
児
童
達
の
学
習
発
表
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
自
分

た
ち
が
司
会
し
な
が
ら
、
一
年
生
か
ら
六
年
生
ま
で
一
緒
に

な
っ
た
四
つ
の
班
ご
と
の
音
読
発
表
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
使
っ
て
、
学
年
ご
と
に
発
表

さ
れ
た
「
大
琴
小
学
校
の
思
い
出
」
で
は
、
児
童
一
人
一
人

の
映
像
と
共
に
学
校
生
活
の
様
子
が
紹
介
さ
れ
、
出
席
者
は

み
ん
な
熱
心
に
見
て
い
ま
し
た
。

昼
食
の
あ
と
は
記
念
碑
除
幕
式
が
行
わ
れ
、「
か
し
こ
く
、

や
さ
し
く
、
た
く
ま
し
く
」
と
刻
ま
れ
た
立
派
な
石
碑
が
中

庭
に
姿
を
現
す
と
、
会
場
か
ら
は
大
き
な
拍
手
が
湧
き
起
こ

り
ま
し
た
。

閉
校
行
事
の
最
後
に
は
式
典
が
行
わ
れ
た
体
育
館
を
会
場

に
し
て
「
お
別
れ
会
」
が
行
わ
れ
、
出
席
者
が
一
堂
に
会
し

学
舎
の
思
い
出
話
で
盛
り
上
が
り
、
子
供
た
ち
の
こ
れ
か
ら

の
が
ん
ば
り
を
祈
念
し
ま
し
た
。

大琴小学校の閉校式典に268人が集う
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卒業生、関係者268人が集まった

十
一
月
三
日
の
閉
校
式
に
は
、
多
数
の

ご
出
席
を
頂
き
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

み
な
さ
ま
か
ら
の
応
援
を
頂
き
、
お
か

げ
さ
ま
で
「
思
い
出
た
か
ら
箱
」
事
業
も

無
事
に
す
べ
て
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

地
域
や
卒
業
生
の
皆
様
か
ら
の
ご
理
解

い
た
だ
き
、
集
ま
っ
た
寄
付
金
は
二
百
四

十
四
万
四
千
円
と
な
り
ま
し
た
。
ご
報
告

方
々
、
重
ね
て
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

大
琴
小
学
校
は
今
年
度
い
っ
ぱ
い
で
閉

校
と
な
り
ま
す
が
、
こ
の
学
舎
で
つ
ち
か

わ
れ
た
歴
史
と
伝
統
は
、
学
校
地
内
に
建

立
さ
れ
た
記
念
碑
の
中
に
皆
様
の
思
い
出

と
と
も
に
刻
ま
れ
、
い
つ
ま
で
も
残
っ
て

い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

こ
れ
か
ら
も
地
域
の
皆
様
の
ご
支
援
を

受
け
、
子
供
た
ち
が
健
や
か
に
成
長
し
て

い
く
こ
と
を
お
祈
り
申
し
上
げ
な
が
ら
、

お
礼
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

―
―
―
大
琴
小
学
校

あいさつを述べる思い出
たから箱事業実行委員長
の畑山作喜さん（上）
児童代表であいさつを述
べる６年生の浅田麻理奈
さん（右）

学習発表会では各学年の児童たちが個性
あふれる学校生活を紹介 みんなの思いを込めた記

念碑の除幕に、参加者一
同大きな拍手
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平成13年度福祉と健康のつどいが11月20日、有鄰館で
行われました。
このつどいは、福祉と健康について町民の意識を高め

ようと、町と社会福祉協議会が毎年行っているものです。
今年は秋田県薬剤師会の薬剤師・佐々木香氏が「薬と

くらしの教室」をテーマに講演。薬の効果的な使い方な
ど、身近な話題の内容に参加者は興味深そうに聴き入っ
ていました。
また、悪徳商法の被害者が最近急増していることから、

町民にも気を付けてもらおうと、「うまい話にご用心！」
と題した寸劇も行われました。笑いの中にも、被害にあ
った際の対処法
など大切な情報
が含まれた内容
で、参加者は安
心した生活がで
きるにはどうし
たらいいのか改
めて考えていま
した。

福祉と健康のつどい

健康で安心した暮らしを

会員相互の親睦と融和をはかり身体障害者福祉に
対する理解を深めようと、平成13年度由利郡身体障
害者福祉大会が11月13日、有鄰館で行われました。
郡内の会員や関係者など約100人が参加したこの

大会では、功労者の表彰などが行われ、本町からは
菊地ユリさん（山崎）と古関ハツさん（新町）が自
立更正功労者として表彰されました。
大会の最後には、自立と社会参加を促す大会宣言

が読み上げられ、参加者は障害者福祉の一層の向上
を誓い合っていました。

郡身体障害者福祉大会

障害者福祉の向上を目指して

▲代表で表彰を受ける菊地さん▲寸劇は笑いにあふれた

▲紅葉をバックにパークゴルフを楽しむ人々

▲そば打ちに挑戦

「
第
一
回
や
し
お
紅
葉
ま
つ
り
」
が
十

一
月
四
日
、
八
塩
い
こ
い
の
森
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

当
日
は
、
紅
葉
が
ち
ょ
う
ど
見
ご
ろ
を

迎
え
、
散
策
や
な
べ
っ
こ
を
楽
し
も
う
と

約
五
百
人
が
町
内
外
か
ら
訪
れ
ま
し
た
。

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
で
は
湯
沢
・
本
荘
・

東
由
利
の
交
流
大
会
が
行
わ
れ
、
参
加
者

は
色
づ
く
八
塩
山
を
バ
ッ
ク
に
プ
レ
ー
を

満
喫
。
ま
た
、
セ
ン
タ
ー
ハ
ウ
ス
で
は
、

鴨
汁
や
ギ
ョ
ウ
ザ
な
ど
の
出
店
が
な
ら
ん

だ
ほ
か
、
そ
ば
う
ち
体
験
も
行
わ
れ
、
ま

つ
り
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

湖
周
辺
で
は
、
写
真
撮
影
や
つ
り
を
す

る
人
々
、
お
弁
当
を
広
げ
て
ピ
ク
ニ
ッ
ク

を
す
る
家
族
な
ど
が
見
ら
れ
、
訪
れ
た

人
々
は
思
い
思
い
に
八
塩
の
秋
を
楽
し
ん

で
い
ま
し
た
。



7 広報ひがしゆり　13.12.1

「
東
由
利
町
特
産
品
フ
ェ
ア
」
が
十
一

月
二
十
五
日
、
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
「
ぷ
れ

っ
そ
」
前
の
ア
ー
ケ
ー
ド
広
場
で
行
わ
れ
、

町
内
外
か
ら
集
ま
っ
た
買
い
物
客
や
観
光

客
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

会
場
で
は
、
屋
台
村
や
即
売
コ
ー
ナ
ー

が
設
け
ら
れ
、
地
場
産
秋
田
牛
、
フ
ラ
ン

ス
鴨
、
ず
っ
ぱ
り
漬
け
、
黄
桜
餅
、
や
し

お
そ
ば
な
ど
町
の
特
産
品
が
ず
ら
り
と
な

ら
び
ま
し
た
。

中
で
も
、
今
回
の
目
玉
は
地
場
産
秋
田

牛
。
安
全
で
お
い
し
い
地
元
の
牛
肉
を
も

っ
と
多
く
の
人
に
食
べ
て
も
ら
お
う
と
行

わ
れ
た
秋
田
牛
の
試
食
は
、
お
客
さ
ん
に

大
好
評
で
し
た
。

ま
た
、
レ
ス
ト
ラ
ン
「
や
し
お
」
で
は

や
し
お
そ
ば
の
大
食
い
大
会
も
行
わ
れ
、

訪
れ
た
人
々
は
イ
ベ
ン
ト
や
買
い
物
を
楽

し
ん
で
い
ま
し
た
。

▲やしおそばの大食いに挑
戦する参加者

�秋田牛の試食はお客さん
に大好評

大
琴
小
学
校
閉
校
式

十
一
月
三
日
、
百
二
十
七
年
に
も
及
ぶ
校
史

に
ピ
リ
オ
ド
を
打
つ
、
大
琴
小
学
校
の
閉
校
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
同
校
の
沿
革
史
を
見
れ
ば
、

明
治
七
年
に
分
教
場
と
し
て
設
置
さ
れ
た
の
が

始
ま
り
で
、
昭
和
五
十
年
代
に
入
り
、
町
内
の

児
童
数
の
減
少
と
校
舎
の
老
朽
化
が
心
配
さ
れ
、

小
学
校
の
数
を
い
く
つ
に
す
る
か
の
学
校
統
合

問
題
に
大
変
な
議
論
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

結
果
、
三
校
に
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
、

昭
和
五
十
六
年
に
最
初
の
統
合
校
と
し
て
袖
山

小
学
校
と
宿
小
学
校
が
一
緒
に
な
り
、
大
琴
小

学
校
と
な
っ
て
今
日
に
至
っ
た
も
の
で
あ
り

ま
す
。

何
年
前
か
ら
か
児
童
数
の
減
少
に
伴
い
複

複
式
学
級
と
な
る
こ
と
も
心
配
さ
れ
始
め
、

子
供
達
の
将
来
を
考
え
れ
ば
高
瀬
小
と
の
再

統
合
も
や
む
を
得
な
い
と
い
う
機
運
に
な
っ

た
の
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
決
断
に
至
る
ま

で
に
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
は
勿
論
の
こ
と
地
域
の
皆
さ

ん
も
大
変
悩
ん
だ
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

町
教
育
委
員
会
も
そ
の
判
断
を
待
っ
て
、

平
成
十
三
年
三
月
の
議
会
定
例
会
に
、
高
瀬
小

学
校
と
統
合
す
る
と
い
う
条
例
改
正
案
を
提
出
、

議
会
の
全
面
賛
成
を
得
て
来
年
四
月
か
ら
高
瀬

小
学
校
と
し
て
新
た
な
出
発
を
す
る
こ
と
に
な

っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
丁
度
今
年
は
袖

山
・
宿
小
の
統
合
で
大
琴
小
学
校
が
誕
生
し
て

か
ら
二
十
周
年
と
い
う
節
目
の
年
で
も
あ
り
ま

す
。閉

校
式
典
に
続
き
在
校
生
四
十
四
人
の
全
児

童
に
よ
る
学
習
発
表
会
も
行
わ
れ
ま
し
た
が
、

そ
れ
は
学
校
の
終
わ
り
と
い
う
雰
囲
気
で
は
な

く
、
新
し
く
出
発
す
る
と
い
う
期
待
と
気
合
が

感
じ
ら
れ
る
も
の
で
し
た
。
お
別
れ
会
で
は
卒

業
生
代
表
と
し
て
在
京
宿
小
会
の
畑
山
良
造
さ

ん
や
大
琴
小
の
初
代
校
長
小
笠
原
先
生
の
思
い

出
話
も
あ
っ
て
、
長
く
記
憶
に
止
ま
る
本
当
に

よ
い
会
に
な
り
ま
し
た
。

実
行
委
員
会
の
ご
尽
力
で
、
高
舘
山
を
背
景

に
し
た
と
い
う
三
本
の
石
柱
か
ら
な
る
記
念
碑

も
立
派
に
完
成
、
大
琴
小
学
校
百
二
十
七
年
の

歴
史
も
し
っ
か
り
碑
文
に
刻
ま
れ
ま
し
た
。
こ

の
記
念
碑
建
立
に
は
地
域
の
多
く
の
皆
さ
ん
や

卒
業
生
、
在
京
宿
小
会
の
皆
さ
ん
等
か
ら
多
く

の
ご
寄
付
も
あ
っ
た
こ
と
と
聞
き
ま
し
た
。

当
日
は
在
京
宿
小
会
の
佐
々
木
明
夫
会
長
さ

ん
始
め
幹
部
の
皆
さ
ん
も
ご
出
席
さ
れ
、
後
輩

の
子
供
た
ち
の
発
表
に
感
慨
を
新
た
に
さ

れ
、お
別
れ
会
に
も
参
加
さ
れ
た
こ
と
で
し
た
。

大
琴
小
学
校
区
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
は
、

地
域
に
慣
れ
親
し
ん
だ
小
学
校
が
な
く
な
る

と
い
う
意
味
で
、
残
念
な
閉
校
式
で
あ
っ
た

か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
児
童
の
発
表
を
目
の

当
た
り
に
し
、
ま
た
日
ご
ろ
の
頑
張
り
か
ら

し
て
高
瀬
小
と
の
統
合
後
の
活
躍
を
大
い
に

楽
し
み
に
で
き
る
な
…
と
の
期
待
を
大
に
し

た
こ
と
で
し
た
。

同
月
二
十
三
日
に
は
、
お
礼
の
意
味
も
込
め

て
東
京
で
開
催
さ
れ
た
在
京
宿
小
会
の
総
会
に

出
席
し
、
閉
校
式
の
ご
報
告
と
会
員
皆
様
の
い

ろ
い
ろ
な
心
遣
い
に
感
謝
を
申
し
上
げ
、
併
せ

て
近
い
将
来
は
在
京
宿
小
会
を
も
っ
と
大
き
く
、

大
琴
小
会
に
し
て
も
ら
い
た
い
と
お
願
い
も
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

総
会
後
の
懇
親
会
で
は
、
あ
の
馬
力
の
あ
る

「
赤
い
鉢
巻
き
軍
団
」
の
健
在
振
り
を
再
確
認
さ

せ
ら
れ
た
こ
と
で
も
あ
り
ま
す
。
一
つ
の
歴
史

は
閉
じ
ら
れ
ま
す
が
、
新
た
な
歴
史
の
始
ま
る

こ
と
へ
の
感
懐
を
大
き
く
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
し
た
。

今今今今年年年年のののの目目目目玉玉玉玉はははは地地地地場場場場産産産産秋秋秋秋田田田田牛牛牛牛
大好評！町特産品フェア
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故
小
野
邦
一
さ
ん
に
功
労
者
表
彰

県
農
業
委
員
大
会

第
四
十
五
回
県
農
業
委
員
大
会
が
十
一
月
一
日
、
大
館

市
で
開
か
れ
、
席
上
、
故
小
野
邦
一
さ
ん
（
宿
）
が
農
業

委
員
会
委
員
功
労
者
と
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

小
野
さ
ん
は
、
平
成
元
年
か
ら
四
期
に
わ
た
り
農
業
委

員
と
し
て
、
ま
た
平
成

十
年
か
ら
は
農
業
委
員

会
会
長
と
し
て
町
農
業

発
展
に
尽
力
。
今
回
の

表
彰
は
そ
の
生
前
の
功

績
が
評
価
さ
れ
た
も
の

で
す
。

納
税
貯
蓄
組
合
法
施
行
五
十
周
年
記

念
秋
田
県
大
会
が
十
月
三
十
日
、
秋
田

市
で
開
か
れ
、
席
上
、
太
田
行
雄
さ
ん

（
蔵
新
田
）
が
県
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会

長
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

太
田
さ
ん
は
、
蔵
新
田
納
税
貯
蓄
組

合
長
と
し
て
、
同
地
区
の
十
年
連
続
完

納
の
達
成
に
尽
力
。
地
域
の
納
税
意
識

の
高
揚
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
の

表
彰
は
、
そ
の
長
年
の
功
績
が
認
め
ら

れ
た
も
の
で
す
。

太
田
行
雄
さ
ん
に
表
彰
状

県
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
長
表
彰

▲会場で表彰状を手にする太田さん

除
雪
安
全
祈
願
祭
が
十
一
月
十
四
日
、

役
場
車
庫
で
行
わ
れ
、
阿
部
町
長
や
、

小
松
町
議
会
副
議
長
、
除
雪
オ
ペ
レ
ー

タ
ー
な
ど
関
係
者
約
四
十
人
が
冬
期
除

雪
の
安
全
を
祈
願
し
ま
し
た
。

神
事
が
行
わ
れ
た
後
、
阿
部
町
長
が

「
健
康
で
事
故
が
な
い
よ
う
に
作
業
を
進

め
て
ほ
し
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
続
い
て
、

除
雪
車
の
始
動
式
が
行
わ
れ
、
関
係
者

は
除
雪
作
業
に
対
し
心
構
え
を
新
た
に

し
て
い
ま
し
た
。

冬
到
来
、
除
雪
の
安
全
を
願
う

除

雪

安

全

祈

願

祭

▲除雪の安全を祈る関係者

▲故小野邦一さん

大
日
向
志
穂
さ
ん

（
東
中
二
年
）優
秀
賞

十
三
年
度
ポ
イ
捨
て
禁
止
運
動

平
成
十
三
年
度
全
県
美
化
運
動
推
進
大
会
が
十
月
三
十

一
日
、
秋
田
市
で
開
か
れ
、
あ
す
の
秋
田
を
創
る
協
会
が

募
集
し
て
い
た
「
十
三
年
度
ポ
イ
捨
て
禁
止
運
動
」
の
標

語
の
入
賞
者
を
表
彰
し
ま
し
た
。

本
町
か
ら
は
、
大
日
向

志
穂
さ
ん
（
東
由
利
中
学

校
二
年
）
の
「
拾
っ
て
く

り
ー
ん
　
地
球
は
グ
リ
ー

ン
」
が
見
事
、
優
秀
賞
に

選
ば
れ
ま
し
た
。

▲優秀賞に輝いた大日向さん

小
野
勁
さ
ん
に

県
知
事
表
彰

統
計
功
労
者
表
彰

平
成
十
三
年
度
秋
田
県
統
計
功
労
者
表

彰
式
が
十
一
月
七
日
、
県
庁
で
行
わ
れ
、
本

町
か
ら
は
小
野
勁
さ
ん
（
袖
山
）
が
統
計
功

労
者
知
事
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

小
野
さ
ん
は
、
国
勢
調
査
と
住
宅
統
計

調
査
に
七
回
従
事
さ
れ
、
統
計
調
査
の
啓
蒙

普
及
に
尽
力
。
こ

の
た
び
の
表
彰
は
、

そ
の
功
績
が
認
め

ら
れ
た
も
の
で
す
。

▲小野勁さん
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十
四
人
が
集
団
生
活
ス
タ
ー
ト

東
中
寄
宿
舎
入
舎
式

▲任命書を受け取る寮長と副寮長

東
中
寄
宿
舎
入
舎
式
が
十
一
月
九
日
、
現

地
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
入
舎
す
る
生
徒
は
一
年
生
五
人
、
二

年
生
七
人
、
三
年
生
二
人
の
計
十
四
人
。

式
で
は
全
員
点
呼
の
後
、
川
村
和
雄
校
長

が
「
き
ち
ん
と
自
己
管
理
を
し
な
が
ら
春
ま

で
力
を
合
わ
せ
て
頑
張
っ
て
ほ
し
い
」
と
入

舎
生
徒
を
激
励
し
ま
し
た
。
入
舎
生
徒
は
、

和
田
大
講
師
を
中
心
に
来
春
ま
で
共
同
生
活

を
送
り
ま
す
。

近
隣
町
が
自
慢
の
味
を
Ｐ
Ｒ

フ
ラ
ン
ス
鴨
＆
ワ
イ
ン
パ
ー
テ
ィ

館
で
開
か
れ
、
町
や
近
隣
町
関
係
者
、
フ
ラ

ン
ス
鴨
や
ワ
イ
ン
の
愛
好
家
な
ど
約
二
百
人

が
出
席
し
ま
し
た
。

こ
の
パ
ー
テ
ィ
は
同
組
合
が
日
頃
の
感
謝

の
気
持
ち
を
込
め
て
、
毎
年
行
っ
て
い
る
も

の
で
、
今
年
で
八
回
目
を
数
え
ま
す
。

当
日
は
近
隣
町
か
ら
自
慢
の
特
産
ワ
イ
ン

が
届
け
ら
れ
た
ほ
か
、
ス
テ
ー
キ
や
く
ん
せ

い
、
湯
通
し
し
た
鴨
の
す
し
な
ど
フ
ラ
ン
ス

鴨
の
フ
ル
コ
ー
ス
が
用
意
さ
れ
、
出
席
者
は

舌
鼓
を
打
っ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
会
場
で
は
ピ
ア
ノ
と
バ
イ
オ
リ
ン

の
演
奏
や
、
各
団
体
の
特
産
品
が
当
た
る
抽

選
会
も
行
わ
れ
、
出
席
者
は
そ
れ
ぞ
れ
パ
ー

テ
ィ
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

名前の由来は？
「太陽のように大きく明るく育って欲しいと願い、お父さ
んが『陽太』とつけました」
最近のエピソードは？
「なぜか鍋のフタがお気に入りで、台所に行ってはフタを
持って歩いています」
本人の性格は？
「人見知りをしない明るくひょうきんな性格です」
どんな子に育って欲しい？
「明るく丈夫な子に育って欲しいです」
お父さんとお母さんから陽太くんへひとこと
「これからもやんちゃをしてみんなを楽しませてね」

な　ゆ　た 

高橋　陽太高橋　陽太 くんくん 
　　（須郷・１歳）　　（須郷・１歳） 
お父さん：栄　樹さんお父さん：栄　樹さん 
お母さん：亜希子さんお母さん：亜希子さん 
お話し：亜希子さんお話し：亜希子さん 

ようよう た 

高橋　陽太 くん 
　　（須郷・１歳） 
お父さん：栄　樹さん 
お母さん：亜希子さん 
お話し：亜希子さん 

よう た 

大　庭　　　孝さん（蔵・21歳）
広域リサイクル施設勤務

「いつか自分の好きなミュージシャンをたくさん呼んで
一緒にお酒を飲むのが夢」という大庭孝さんは、音楽とお
酒をこよなく愛する新成人。自分のことをあまり話すタイ
プではないといいながら、大好きな音楽のことをいろいろ
話してくれました。
「いつも思っていることは？」という質問に「家族には

いつまでも健康で長生きしてほしい」ときっぱり。とても
素直で家族思いな孝さんでした。

町
フ
ラ
ン
ス
鴨
生
産
組
合
（
長
谷
山
憲
一

組
合
長
）
が
主
催
す
る
「
フ
ラ
ン
ス
鴨
＆
ワ

イ
ン
パ
ー
テ
ィ
」
が
十
一
月
十
六
日
、
有
鄰

▲パーティを楽しむ参加者



町
芸
術
文
化
協
会
が
ス
タ

ー
ト
し
た
の
は
平
成
三
年
度
の

こ
と
。
本
荘
、
由
利
地
区
で
は

鳥
海
町
と
共
に
最
も
遅
い
芸
文

協
の
ス
タ
ー
ト
で
し
た
。
そ
れ

か
ら
十
年
、
現
在
同
協
会
は
約

二
十
余
団
体
、
三
百
強
の
会
員

を
抱
え
る
町
最
大
の
芸
術
団
体

に
成
長
し
ま
し
た
。

こ
の
十
周
年
を
記
念
し
て

去
る
十
一
月
十
日
（
土
）、
東

由
利
町
芸
術
文
化
協
会
記
念
祭

が
有
鄰
館
を
会
場
に
開
催
さ

れ
、関
係
者
、一
般
な
ど
約
五
百

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

記
念
祭
は
文
化
系
団
体
に

よ
る
作
品
展
示
部
門
、芸
能
系
団

体
に
よ
る
ス
テ
ー
ジ
発
表
部
門

の
二
本
立
て
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

十
年
間
の
活
動
を
集
大
成

し
た
作
品
展
示
で
は
、
各
団
体

に
よ
る
俳
句
、ち
ぎ
り
絵
、写
真
、

陶
芸
作
品
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

ス
テ
ー
ジ
発
表
で
は
各
芸

能
系
団
体
か
ら
選
ば
れ
た
代
表

者
が
、
踊
り
や
唄
な
ど
日
頃
の

練
習
成
果
を
披
露
、
ま
た
予
定

プ
ロ
グ
ラ
ム
以
外
に
飛
び
入
り

参
加
な
ど
が
あ
り
、
会
場
を
大

い
に
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

記
念
祭
に
引
き
続
き
湯
楽

里
を
会
場
に
芸
文
協
関
係
者
に

よ
る
記
念
祝
賀
会
が
行
な
わ

れ
、
気
持
ち
も
新
た
に
東
由
利

町
芸
文
協
の
な
お
一
層
の
活
動

充
実
を
誓
い
合
い
ま
し
た
。

十
一
月
二
十
一
日
に
は
、

小
松
順
之
助
芸
文
協
会
長
が
チ

ャ
リ
テ
ィ
ー
金
を
社
会
福
祉
協

議
会
に
寄
付
し
ま
し
た
。
こ
の

寄
付
金
は
ス
テ
ー
ジ
発
表
で
行

わ
れ
た
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
に
来
場

し
た
関
係
者
か
ら
寄
せ
ら
れ
た

も
の
。
会
長
は
「
芸
術
か
ら
生

ま
れ
た
あ
た
た
か
い
善
意
を
町

福
祉
事
業
に
役
立
て
て
欲
し

い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
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生
涯
学
習
情
報

十
年
の
芸
術
活
動
を
集
大
成

▲社協会長に寄付金を渡す小松会長（右）

十
一
月
八
日
に
行
な
わ
れ
た

第
二
十
一
回
小
友
俳
句
大
会
に
お

い
て
、
参
加
者
九
十
人
の
う
ち
、

町
芸
文
協
所
属
団
体
の
せ
せ
ら
ぎ

句
会
会
員
高
橋
ヒ
デ
子
さ
ん
の
句

「
風
や
ん
で
眠
り
た
く
な
る
猫
じ

ゃ
ら
し
」
が
、
最
高
賞
の
大
会
賞

を
受
賞
、
ま
た
「
い
た
わ
り
は
触

れ
ぬ
事
か
も
曼
珠
沙
華
」
を
含
め

た
二
句
が
互
選
総
合
得
点
で
最
高

点
（
三
十
一
点
）
を
取
り
ま
し
た
。

高
橋
さ
ん
、

俳
句
で
最
高
賞▲大会賞に喜びの高橋さん

町
芸
術
文
化
協
会

記
　
　
念
　
　
祭

▲10年間の芸能活動を集大成した
ステージ発表部門

▲会員による力作が展示された作品展示部門

町
芸
術
文
化
の
普
及
と
振
興
、
個
人
の
自
主
的
活
動
を
支

援
す
る
こ
と
を
目
的
に
東
由
利
町
芸
術
文
化
協
会
が
発
足
し

て
十
年
が
経
過
し
ま
し
た
。

こ
れ
を
記
念
し
て
芸
術
文
化
協
会
記
念
祭
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
今
回
の
生
涯
学
習
情
報
で
は
当
日
の
模
様
を
中
心
に

紹
介
し
ま
す
。

▲舞台に花をそえた踊りから
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行
事
ニ
ュ
ー
ス

●
ス
キ
ー
場
が
オ
ー
プ
ン
し
ま

す今
年
も
十
二
月
二
十
一
日

（
金
）
か
ら
大
平
ス
キ
ー
場
が

オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。
た
く
さ
ん

の
ス
キ
ー
愛
好
者
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

●
ス
キ
ー
大
会
が
行
わ
れ
ま
す

第
六
回
本
荘
市
由
利
郡
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
種
目
別
交
流
会

ス
キ
ー
競
技
（
郡
市
中
体
連
ス

キ
ー
大
会
合
同
）
が
開
催
さ
れ

ま
す
。
地
元
選
手
へ
の
応
援
お

願
い
し
ま
す
。

■
日
時
　
平
成
十
四
年
一
月
十

二
日
（
土
）
午
前
九
時
〜

■
場
所
　
町
大
平
ス
キ
ー
場

■
種
目
　
ア
ル
ペ
ン
大
回
転
競

技
二
本
制
（
小
四
、
五
、
六

年
）

■
問
合
せ
　
公
民
館
内
東
由
利

町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
事
務
局

（
六
九
―
二
三
一
一
）

行
事
情
報

☆公民館だよりに対するお問い合わせは�69－2311へ

芸
術
文
化
を
通
じ
感
受
性
を

〜
平
成
13
年
度
青
少
年
劇
場

「
子
供
た
ち
の
感
受
性
を
育
て

る
た
め
に
…
」
と
十
一
月
七
日
、

町
民
体
育
館
で
青
少
年
劇
場
が
行

な
わ
れ
ま
し
た
。

青
少
年
劇
場
は
町
小
学
校
全
校

児
童
二
百
六
十
余
人
を
対
象
に
、

優
れ
た
芸
術
文
化
を
鑑
賞
す
る
機

会
を
与
え
る
た
め
毎
年
実
施
し
て

い
る
も
の
。
今
年
は
秋
田
県
警
察

音
楽
隊
に
よ
る
ス
テ
ー
ジ
演
奏
と

カ
ラ
ー
ガ
ー
ド
隊
に
よ
る
マ
ー
チ

ン
グ
ド
リ
ル
が
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
中

心
で
し
た
。

音
楽
演
奏
に
先
駆
け
、
本
荘
警

察
署
少
年
係
に
よ
る
少
年
非
行
防

止
講
話
と
寸
劇
、
交
通
課
の
ク
イ

ズ
を
交
え
た
交
通
安
全
講
話
が
行

な
わ
れ
ま
し
た
。

講
話
後
行
な
わ
れ
た
県
警
音
楽

隊
の
ス
テ
ー
ジ
の
迫
力
あ
る
演
奏

と
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
児
童
た

ち
の
目
は
く
ぎ
付
け
。
同
時
に
カ

ラ
ー
ガ
ー
ド
隊
に
よ
る
見
事
な
バ

ト
ン
さ
ば
き
に
た
く
さ
ん
の
拍
手

が
よ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

青
少
年
劇
場
終
了
後
、
児
童
た

ち
は
口
々
に
「
迫
力
が
あ
っ
た
」

「
感
動
し
た
」
と
話
し
て
い
ま
し

た
。

�
秋
田
県
警
察
音
楽
隊
に
よ
る
迫
力

あ
る
演
奏

�
華
麗
な
技
を
見
せ
た
カ
ラ
ー
ガ
ー

ド
隊

「
世
界
で
一
つ
し
か
な
い
自
分

だ
け
の
年
賀
状
を
パ
ソ
コ
ン
で
作

ろ
う
」
と
十
一
月
十
日
、
公
民
館

で
わ
く
わ
く
サ
ー
ク
ル
会
員
を
対

象
に
し
た
年
賀
状
づ
く
り
教
室
が

行
な
わ
れ
、
会
員
、
保
護
者
な
ど

十
余
名
が
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し

た
。日

頃
使
い
慣
れ
て
い
な
い
パ
ソ

コ
ン
を
前
に
四
苦
八
苦
す
る
会
員

も
い
ま
し
た
が
、
パ
ソ
コ
ン
を
使

っ
た
年
賀
状
の
出
来
栄
え
に
ど
の

会
員
も
満
足
げ
で
し
た
。

十
一
月
十
六
日
、
本
荘
広
域
交

流
セ
ン
タ
ー
で
高
橋
宏
幸
賞
審
査

会
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
今
回
全

県
か
ら
小
学
生
感
想
文
が
二
百
十

九
点
、
感
想
画
が
三
千
四
百
三
十

九
点
、保
育
、幼
稚
園
児
感
想
画
が

四
百
六
十
点
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

会
場
一
杯
に
広
げ
ら
れ
た
感
想

画
に
審
査
員
の
皆
さ
ん
は
真
剣
。

よ
い
作
品
を
一
点
も
見
落
と
す
ま

い
と
審
査
し
て
い
ま
し
た
。

な
お
表
彰
式
は
十
二
月
十
六

日
、
有
鄰
館
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

緊
張
感
あ
ふ
れ
た
審
査
会

〜
高
橋
宏
幸
賞
童
話
秋
田
県

コ
ン
ク
ー
ル
作
品
審
査
会

▲審査会場に広げられた作品

パ
ソ
コ
ン
で
年
賀
状
作
り

〜
わ
く
わ
く
サ
ー
ク
ル
活
動

▲親子でパソコン年賀状作りに挑戦

営　業　時　間 

平　日
 

 
土･日･祭日 
大会等　　 

午後1：30～午後5：30 
午後5：30～午後9：00 
午前10：00～午後5：30 
午後5：30～午後9：00

リフト料金 
一　般 中学生以下 
600円 
600円 
600円 
600円 

300円 
300円 
300円 
300円 

《営業時間及びリフト料金》 

東由利町教育委員会　　�69－2311 
大平スキー場ヒュッテ　�69－2328



近
町
の
美
術
館
で
版
画
家
、
勝

平
得
之し

作
品
を
見
た
Ａ
さ
ん
。
勝

平
作
品
を
も
っ
と
見
て
み
た
い
と

思
い
た
っ
た
の
で
す
が
、
町
図
書

室
に
は
残
念
な
が
ら
関
係
す
る
図

書
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ

で
公
民
館
の
秋
田
県
図
書
館
資
料

相
互
貸
借
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
、

図
書
を
借
り
て
み
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。

Ｑ
　
利
用
す
る
前
に
必
要
な
も

の
は
何
で
す
か
。

Ａ

利
用
す
る
前
に
ま
ず
は
自
分

が
何
を
知
り
た
い
の
か
考
え
ま
し

ょ
う
。
こ
の
場
合
勝
平
得
之
作
品

を
見
た
い
と
い
う
こ
と
が
第
一
条

件
で
す
の
で
、
調
べ
た
い
著
者
の

名
前
等
の
情
報
が
分
か
れ
ば
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
迅
速
な
検

索
作
業
が
で
き
ま
す
。

Ｑ
　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ

て
検
索
な
ん
て
難
し
そ
う
。

Ａ

単
純
に
キ
ー
ワ
ー
ド
を
入
力

す
る
だ
け
な
の
で
大
丈
夫
で
す
。

今
回
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
て
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
勝
平
得
之
を
検

索
し
た
結
果
、
該
当
す
る
図
書
は

①
勝
平
得
之
創
作
木
版
画
展
②
所

蔵
作
品
目
録
　
勝
平
得
之
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
③
勝
平
得
之
記
念
館
作
品

集
の
三
件
で
し
た
。

残
念
な
が
ら
①
、
②
は
禁
帯
出

で
し
た
の
で
借
り
る
こ
と
が
で
き

な
い
図
書
で
し
た
が
、
③
は
貸
出

可
能
で
し
た
の
で
、
無
事
手
元
に

届
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

Ｑ
　
具
体
的
に
ど
ん
な
手
続
き

が
必
要
で
す
か
。

Ａ

公
民
館
が
窓
口
に
な
っ
て
い

ま
す
。
担
当
者
ま
で
電
話
も
し
く

は
直
接
お
い
で
い
た
だ
き
、
読
み

た
い
図
書
を
指
定
し
て
い
た
だ
け

れ
ば
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用

し
て
図
書
資
料
申
し
込
み
を
し
ま

す
。申

し
込
み
後
、
約
五
日
程
度
で

図
書
が
公
民
館
に
届
き
ま
す
。
そ

の
際
に
連
絡
い
た
し
ま
す
。
返
却

期
間
は
三
週
間
程
度
で
お
願
い
し

ま
す
。
ま
た
、
県
民
の
貴
重
な
財

産
で
す
の
で
取
り
扱
い
は
大
切
に

し
て
く
だ
さ
い
。

Ｑ
　
自
宅
の
パ
ソ
コ
ン
で
県
立

図
書
館
の
図
書
検
索
は
で
き
ま

す
か
。

Ａ

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
接
続
す

る
こ
と
が
で
き
る
環
境
に
あ
る
方

は
、
直
接
秋
田
県
立
図
書
館
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
ア
ク
セ
ス
、
所
蔵
資

料
の
検
索
を
行
い
、
在
庫
の
確
認

後
、
公
民
館
担
当
職
員
ま
で
連
絡

す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。
日
中
時

間
が
な
い
方
に
は
便
利
な
機
能
で

す
。

http://w
w
w
.apl.pref.akita.jp/

い
ず
れ
に
し
ろ
せ
っ
か
く
の
学

習
意
欲
を
無
駄
に
し
な
い
よ
う

に
、
図
書
等
が
必
要
に
な
っ
た
場

合
、
お
気
軽
に
お
声
を
か
け
て
く

だ
さ
い
。
知
り
た
く
な
っ
た
時
が

自
ら
の
学
習
意
欲
を
高
め
る
最
初

の
一
歩
で
す
。
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図
書
だ
よ
り

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

県
立
図
書
館
か
ら
本
を
借
り
よ
う

県
立
図
書
館
情
報

県
立
図
書
館
に
来
館
希
望
者
は

左
記
地
図
を
参
照
し
て
く
だ
さ

い
。開

館
時
間
は
平
日
が
午
前
九
時

か
ら
午
後
七
時
、
土
日
お
よ
び
館

内
整
理
日
が
午
前
九
時
か
ら
午
後

五
時
ま
で
で
す
。

な
お
休
館
日
は
月
曜
日
で
す

が
、
特
別
休
館
な
ど
も
あ
り
ま
す

の
で
、
事
前
に
〇
一
八
―
八
六
六

―
八
四
〇
〇
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

し
て
く
だ
さ
い
。

●
秋
田
県
立
図
書
館
ま
で
の
地
図

団
体
に
限
ら
ず
、
個
人
に
よ
る
生
涯
学
習
活
動
に
お
い
て
関
係

資
料
を
全
て
そ
ろ
え
る
こ
と
が
理
想
的
で
す
が
、
諸
事
情
に
よ
り

難
し
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
な
ら
ば
公
共
図
書
館
等
を
利
用
し
た

い
と
こ
ろ
で
す
が
、
近
隣
に
図
書
施
設
が
な
か
っ
た
り
、
必
要
な

資
料
が
揃
っ
て
い
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

今
回
は
県
民
の
図
書
館
で
あ
る
県
立
図
書
館
利
用
方
法
を
紹
介

し
ま
す
。

▲キーワードを入力して図書資料を検索

▲まずは公民館図書室で資料を探す



突
然
で
す
が
、
北
東
北
に
は
優

れ
た
版
画
家
が
多
い
よ
う
な
気
が

し
ま
せ
ん
か
？

代
表
的
に
は
棟
方
志
功
。（
ナ

ン
シ
ー
関
と
い
う
、
文
才
も
兼
ね

備
え
た
消
し
ゴ
ム
版
画
家
も
い
ま

す
ね
）
出
身
地
は
青
森
県
で
す
が
、

秋
田
県
に
も
勿
論
、
素
晴
ら
し
い

版
画
家
が
存
在
し
て
い
ま
し
た
。

勝
平
得
之
を
ご
存
知
で
す
か
。

秋
田
市
の
赤
れ
ん
が
郷
土
館
、
あ

る
い
は
横
手
市
の
ふ
る
さ
と
村
を

訪
れ
た
事
が
あ
る
人
は
、
彼
の
作

品
を
目
に
し
た
事
が
あ
る
で
し
ょ

う
。得

之
は
明
治
三
十
七
年
、
秋
田

市
に
生
ま
れ
、
終
生
秋
田
に
在
り

秋
田
の
風
景
、
風
俗
、
行
事
、
伝

統
芸
能
な
ど
を
版
画
に
刻
み
、
独

特
な
創
造
世
界
を
展
開
し
ま
し
た
。

彼
の
創
造
す
る
版
画
世
界
に

は
、
人
々
に
寄
せ
る
作
者
の
暖
か

な
眼
差
し
が
あ
っ
て
、
つ
ね
に
穏

や
か
な
和
を
生
み
出
し
て
い
ま
す
。

作
品
は
一
言
で
言
え
ば
、
旅
す

る
者
が
心
に
描
く
秋
田
の
風
景
そ

の
も
の
（
＝
今
は
な
き
古
き
良
き

秋
田
の
世
界
）
と
い
う
印
象
が
ど

の
作
品
に
も
色
濃
く
感
じ
ら
れ
ま

す
。作

者
自
身
の
人
間
へ
の
信
頼
と

賛
歌
を
歌
い
上
げ
た
画
面
は
、
見

る
者
の
心
を
捉
え
て
離
し
ま
せ
ん
。

文
化
の
香
り
高
い
ま
ち
を
目
指

す
東
由
利
、
時
に
は
こ
の
よ
う
な

素
晴
ら
し
い
「
郷
土
の
芸
術
」
に

触
れ
る
事
も
大
切
か
も
し
れ
ま
せ

ん
ね
。

◆
小
　
　
説
◆

▼
絶
対
泣
か
な
い
／
山
本
文
緒

▼
13
階
段
／
高
野
和
明

▼
千
の
プ
ラ
イ
ド
／
桐
生
典
子

▼
ス
テ
ィ
ル
・
ラ
イ
フ
／
池
澤
夏
樹

▼
ラ
ビ
ッ
ト
病
／
山
田
詠
美

▼
女
性
刑
事
／
マ
ー
ク
・
オ
ル
シ

ェ
イ
カ
ー

▼
冷
静
と
情
熱
の
あ
い
だ
／
江
國

香
織

▼
錦
繍
／
宮
本
輝

◆
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
◆

▼
米
百
俵
／
山
本
有
三

◆
エ
ッ
セ
イ
◆

▼
笑
う
運
転
手
／
植
上
由
雄

▼
ク
ラ
シ
ッ
ク
批
評
こ
て
ん
ぱ
ん

／
鈴
木
淳
史

▼
な
ぜ
生
き
る
／
開
橋
大
二
・
伊

藤
健
太
郎

▼
容
姿
の
時
代
／
酒
井
順
子

▼
言
葉
で
わ
か
る
「
話
を
聞
か
な

い
男
、
地
図
が
読
め
な
い
女
」

の
す
れ
違
い
／
ア
ラ
ン
・
ピ
ー

ズ
＆
バ
ー
バ
ラ
・
ピ
ー
ズ

▼
努
力
は
裏
切
ら
な
い
／
宇
津
木

妙
子

◆
専

門

書
◆

▼
絶
滅
寸
前
季
語
辞
典

▼
自
然
の
こ
と
の
は

▼
英
語
で
ヒ
ッ
ト
商
品
！

▼
秋
田
魁
年
鑑
２
０
０
２

▼
コ
ン
テ
ナ
花
壇
わ
た
し
流

▼
自
分
で
つ
く
ろ
う
ナ
チ
ュ
ラ
ル

ガ
ー
デ
ン

▼
ふ
や
し
て
楽
し
む
野
生
ラ
ン

▼
樹
皮
を
編
む

▼
あ
け
び
と
木
の
枝
を
編
む

▼
自
然
を
楽
し
む
ワ
イ
ル
ド
ク
ラ
フ
ト

◆
雑
　
　
誌
◆

▼
本
の
雑
誌
12
月
号

▼
オ
レ
ン
ジ
ペ
ー
ジ
12
／
２
号

▼
山
と
渓
谷
12
月
号

▼
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
12
月
号
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主
人
公
杉
原
は
、
在
日
韓
国
人
の

高
校
生
。
彼
と
、
ヒ
ロ
イ
ン
桜
井
と

の
恋
愛
を
軸
に
し
た
痛
快
青
春
小
説

…
…
と
一
言
で
は
片
付
け
ら
れ
な
い

所
が
、
こ
の
小
説
の
持
つ
奥
深
さ
だ

と
私
は
感
じ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
皆
さ
ん
、
日
韓
問
題
に

つ
い
て
ど
の
位
の
知
識
を
お
持
ち
で

す
か
？
私
は
全
く
と
言
っ
て
い
い
程

の
無
知
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
と
い
う

の
も
、
こ
の
本
を
読
み
進
む
う
ち

に
、
韓
国
の
※

イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
、
日

韓
の
抱
え
て
き
た
歴
史
的
問
題
に
つ

い
て
、
自
分
は
本
当
に
何
も
わ
か
っ

て
い
な
か
っ
た
の
だ
と
い
う
事
を
思

い
知
ら
さ
れ
、
少
な
か
ら
ず
衝
撃
を

受
け
て
し
ま
っ
た
か
ら
な
の
で
す
。

ち
な
み
に
、
十
月
二
十
九
日
か
ら

韓
国
は
、
秋
田
か
ら
飛
行
機
で
た
っ

た
二
時
間
で
行
け
る
身
近
な
外
国
と

な
り
ま
し
た
。
キ
ム
チ
と
焼
肉
と
ワ

ー
ル
ド
カ
ッ
プ
だ
け
で
な
い
、
韓
国

の
本
質
を
知
る
良
い
き
っ
か
け
と
な

る
一
冊
と
し
て
、
今
月
は
こ
の
本
を

お
す
す
め
し
ま
す
。
特
に
若
い
世
代

の
方
、ぜ
ひ
読
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

も
ち
ろ
ん
、
純
粋
に
恋
愛
小
説
と
し

て
捉
え
て
も
楽
し
め
ま
す
よ
。
特
に

ヒ
ロ
イ
ン
桜
井
の
、
杉
原
へ
の
最
初

の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
場
面
は
魅
力
的
で

必
読
。
そ
し
て
ラ
ス
ト
は
思
わ
ず
笑

顔
が
…
…
。

（
Ｈ
・
Ｏ
）

（
※
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
／
人
間
の
行
動

を
決
定
す
る
根
本
的
な
物
の
考
え
方

の
体
系
。
狭
義
に
は
階
級
的
に
規
定

を
受
け
る
と
さ
れ
る
政
治
思
想
、
社

会
思
想
。
三
省
堂
「
新
明
解
国
語
辞

典
」
よ
り
抜
粋
）

「
Ｇ
Ｏ
」
金
城
一
紀
／
講
談
社

勝
平
得
之
と
は
？

本
返
却
の
お
願
い

自
宅
に
図
書
室
か
ら
借
り
た

本
は
眠
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？
公
民

館
図
書
室
の
本
は
皆
さ
ん
の
財
産

11月 11月 

今
月
も
公
民
館
の
図
書

室
に
新
刊
本
が
入
荷
し
ま

し
た
。
ぜ
ひ
み
な
さ
ん
お

い
で
く
だ
さ
い
。

で
す
。
貸
出
日
か
ら
三
週
間
以
内

の
返
却
を
お
願
い
し
ま
す
。
返
却

は
平
日
以
外
土
日
も
受
け
付
け
て

い
ま
す
の
で
公
民
館
玄
関
カ
ウ
ン

タ
ー
に
お
返
し
く
だ
さ
い
。

勝平得之記念館作品集



冬
に
向
か
っ
て
日
ご
と
寒
さ
が
増
し
て

い
く
こ
の
季
節
、
ス
ト
ー
ブ
や
こ
た
つ
な

ど
の
暖
房
器
具
の
出
番
と
と
も
に
、
暖
房

器
具
な
ど
に
よ
る
住
宅
火
災
も
多
く
な
り

始
め
ま
す
。
そ
の
出
火
原
因
の
半
数
以
上

は
、
火
を
扱
う
人
の
�
不
注
意
�
で
す
。

火
災
を
防
ぎ
、
冬
を
暖
か
く
過
ご
す
た
め

に
、「
火
の
用
心
」
の
基
本
を
忘
れ
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
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ここがポイント 

たばこの火は消したつも
りでも完全に消えていな

いことがあります。
■寝たばこは絶対にしない
■灰皿にたばこを置いたままにしない
■灰皿にはいつも水を入れておく
■吸い殻は完全に
消えたのを確認
してから、ため
ずに捨てる

こんろ火災の約８割は「天
ぷら油によるものです」

■こんろのそばを離れるときは必ず火を
消す
■こんろの周りに物を置かない
■こんろは壁から
離して置く
■天ぷら油の加熱
に注意する

※天ぷらを揚げる適温は
180℃。360℃～380℃
になると火種がなくて
も発火、燃焼します。

ストーブ火災は秋冬に集中し
ています。安全な取り扱いを

心がけましょう。
■ストーブの上に洗濯物を干さない
■ストーブをカーテンや家具に
近づけない
■ストーブの周りにスプレー缶
などを置かない
■石油ストーブは完全に火が消
えてから給油する
■灯油以外のものを給油しない
外出時、就寝時はストーブを
必ず消す

ストーブ

こんろたばこ

▲もう一度気を引き締めて火の用心！
「平成13年度大火防止訓練」より

①様式を２種類に
今まで６種類あった申告書をＡ・Ｂの２種類に統合

し、分離課税用申告書や損失申告書、修正申告書を別
表化しました。
②用紙がＡ４サイズに
申告書の用紙サイズをＡ４判に改め、裏面から表面

に転記する方式を廃止し、用紙を２枚にしました。ま
た、記載欄をできるだけ簡素化しました。
③記載欄を整理
小さな文字の説明文や計算式を整理し、できるだけ

申告書の文字を大きく、見やすくしました。
④手引きを充実
「確定申告の手引き」に申告書の書き方と一体とな

った計算欄を設け、手引きの中で所得金額などの計算
ができるようにしました。

納税者の方々からの「わかりやすく・書きやすい申告
書を」という声にお答えし、平成14年1月（平成13年分の
確定申告）から、所得税の確定申告書が新しくなります。

申告書新様式は、本荘税務署や役場窓口で閲覧できる
ほか、国税庁ホームページ【http://www.nta.go.jp】に掲
載していますのでぜひご覧ください。

新様式4つのポイント

問い合わせ　町税務課　�69－2111

年金だより あなたも
国民年金の
被保険者です！

国民年金は、老後の生活や万が一のことが起こったとき
のために、みんなで保険料を出し合って経済的に支え合う
制度です。日本に住んでいる20歳以上60歳未満の人は、必
ず国民年金に加入します。
加入者は職業などによって以下の3つのグループに分か

れ、保険料の納め方や手続きの仕方が異なります。

第１号被保険者…農漁業者、自営業者、学生など保険料を
自分で納めます。
平成13年度の保険料は月額13,300円で
す。

第２号被保険者…会社員、公務員（厚生年金や共済組合に
加入している人）
厚生年金や共済組合に加入すると国民

年金にも自動的に加入したことになるた
め、個別に保険料を納める必要はありま
せん。

第３号被保険者…第２号被保険者に扶養されている配偶者
保険料を納める必要はありませんが、

必ず届出をしてください（届出をしない
と保険料未納扱いとなってしまいます）。
届出は忘れずにしましょう！

問い合わせ　町民福祉課町民係　�69－2117
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農業者年金が新しくなります 

①確定拠出型年金で制度の安定性が高くなります
確定拠出型年金は、掛け金をあらかじめ決めておいて、

運用収益次第で給付額が決まります。ですから年金財政が
悪化することはなく、安定した年金財政が確保できます。

②60歳未満の国民年金第１号被保険者で60日以上農業に
従事する方は誰でも加入できます。
今までは30ａ以上の農地等について農業経営を行ってい

る方などしか加入できませんでしたが、新制度は農地等を
持たない畜産・施設園芸等の方も含めて加入できるように
なります。

③保険料は経営状況や老後設計に応じて自由に設定でき、
認定農業者等の意欲ある担い手には、国の保険料助成（政
作支援）があります。
年金には農業者老齢年金（自分が納めた保険料とその運

用益を基礎とする）と特例付加年金（国の助成分とその運
用益を基礎とする）があり、好きな方を選ぶことができま
す。また、政策支援対象者には、基本となる保険料
（20,000円）のうち条件区分により国から最高５割（10,000
円）から2割（4,000円）までの保険料が助成されます。

④税制面でのメリットがあります。
農業者年金は税制上で次のような優遇措置があります。
ア．保険料は、全額社会保険料控除の対象となります。
（年額最高80万4千円）
イ．年金は、公的年金等控除の対象となります。（65歳
から年金受給の場合は国民年金と合わせて年額140万
円まで非課税）
ウ．死亡一時金は、非課税です。

⑤死亡一時金の額が大幅に改善されます。
今までは納付済み保険料の3割程度しか遺族に死亡一時

金が支払われませんでしたが、新制度では、加入者や受給
者が80歳以前に死亡した場合、80歳までに受け取るはずで
あった農業者老齢年金の現在価値相当額を死亡一時金とし
て遺族が受給することになります。

⑥毎年の積立金が一目で分かります。
農業者年金基金より毎年、前年度に納付した保険料、前

年度の運用益、前年度末の積立金総額が示されることとな
っていますので、毎年の積立金が一目で分かります。

新農業者年金に継続加入を！ 問い合わせ　農業委員会　�69－2197

■
適
正
飲
酒
の
心
が
け

年
末
年
始
は
忘
年
会
や
新
年

パ
ー
テ
ィ
な
ど
で
お
酒
を
飲
む

機
会
が
多
く
な
り
が
ち
で
す
。

適
度
な
飲
酒
は
疲
労
感
を
解
消

し
、
食
欲
を
増
進
さ
せ
、
快
い

睡
眠
を
促
し
ま
す
が
、
飲
み
過

ぎ
れ
ば
体
の
毒
に
。
自
分
に
適

し
た
酒
量
と
飲
み
方
で
、
楽
し

く
健
康
的
な
飲
酒
を
心
が
け
ま

し
ょ
う
。

■
強
い
人
と
弱
い
人

お
酒
を
一
口
飲
ん
だ
だ
け
で

赤
く
な
っ
た
り
吐
き
気
を
訴
え

た
り
す
る
人
が
い
る
一
方
、
ど

ん
な
に
飲
ん
で
も
顔
色
が
変
わ

ら
な
い
人
が
い
ま
す
。
こ
れ
は

多
く
の
場
合
、
体
内
で
ア
ル
コ

ー
ル
を
分
解
す
る
過
程
で
生
じ

る
ア
セ
ト
ア
ル
デ
ヒ
ド
を
早
く

分
解
で
き
る
酵
素
を
生
ま
れ
つ

き
持
っ
て
い
る
か
ど
う
か
の
違

い
。
日
本
人
の
約
半
数
が
お
酒

に
弱
い
体
質
で
す
。

■
危
険
な
イ
ッ
キ
飲
み

「
イ
ッ
キ
飲
み
」
の
よ
う
に

短
時
間
に
大
量
の
飲
酒
を
す
る

と
、
血
中
ア
ル
コ
ー
ル
濃
度
が

急
上
昇
し
、
急
性
ア
ル
コ
ー
ル

中
毒
に
陥
っ
て
極
め
て
危
険
で

す
。「
イ
ッ
キ
」
や
、
お
酒
に

弱
い
人
へ
の
飲
酒
の
強
要
は
、

死
に
も
つ
な
が
り
か
ね
な
い
非

常
に
危
険
な
行
為
で
す
。

・適正飲酒10か条・
1 ．笑いながら共に楽しく飲もう

2 ．自分のペースでゆっくりと

3 ．食べながら飲む習慣を

4 ．自分の適量にとどめよう

5 ．週に二日は休肝日を

6 ．人に酒の無理強いをしない

7 ．くすりと一緒には飲まない

8 ．強いアルコール飲料は薄めて

9 ．遅くても夜12時で切り上げよう

10．肝臓などの定期検査を
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おとなり情報
～本荘由利の催物などを紹介します～

仁賀保町から

科学教室「虫形ロボットを作ろう！」
�と　き…12月23日(日) 9：30～15：30
�ところ…フェライト子ども科学館
�内　容…虫形センサーロボットの製作と競技

◇定員親子15組◇参加費無料
フェライト子ども科学館 �３２－３１５０

よりよき生活習慣で病気を予防する 
Vol
.18

「
鮭
ボ
ー
ル
焼
き
」（
４
人
前
）

《
材
料
》
（
大
…
…
大
さ
じ
、
小
…
…
小
さ
じ
）

鮭
水
煮
缶
詰
１
２
０
ｇ
、
豆
腐
（
木
綿
）
１
２
０
ｇ
、
た
ま
ね
ぎ
80
ｇ
、
に
ん
じ
ん
20

ｇ
、
ひ
じ
き
４
ｇ
、
塩
小
１
／
５
、
こ
し
ょ
う
少
々
、
卵
20
ｇ
、
か
た
く
り
粉
12
ｇ
、

し
ょ
う
ゆ
大
１
、
サ
ラ
ダ
油
大
１
／
２
、
ス
キ
ム
ミ
ル
ク
40
ｇ
、
サ
ニ
ー
レ
タ
ス
40
ｇ
、

ス
ラ
イ
ス
チ
ー
ズ
４
枚
、
み
か
ん
２
コ

《
作
り
方
》

①
ひ
じ
き
を
水
で
も
ど
し
、
タ
マ
ネ
ギ
と
に
ん
じ
ん
は
み
じ
ん
切
り
に
す
る
。

②
ボ
ー
ル
に
鮭
水
煮
缶
、
水
切
り
豆
腐
・
ひ
じ
き
、
タ
マ
ネ
ギ
、
に
ん
じ
ん
を
入
れ
、

塩
、
こ
し
ょ
う
、
卵
、
小
麦
粉
、
ス
キ
ム
ミ
ル
ク
を
加
え
て
よ
く
混
ぜ
合
わ
せ
る
。

③
食
べ
や
す
い
大
き
さ
に
丸
め
て
か
ら
軽
く
つ
ぶ
し
、
フ
ラ
イ
パ
ン
で
両
面
焼
く
。

④
器
に
サ
ニ
ー
レ
タ
ス
を
ひ
き
、
鮭
ボ
ー
ル
、

ス
ラ
イ
ス
チ
ー
ズ
、
み
か
ん
を
飾
り
、
し
ょ
う

ゆ
を
か
け
て
い
た
だ
く

《
ア
ド
バ
イ
ス
》

手
軽
に
手
に
入
る
魚
の
缶
詰
は
骨
も
軟
ら
か

く
、
カ
ル
シ
ウ
ム
が
た
っ
ぷ
り
入
っ
て
い
る
の

で
ス
キ
ム
ミ
ル
ク
同
様
「
骨
粗
鬆
症
予
防
」
の

食
材
と
し
て
お
す
す
め
し
ま
す
。
和
風
ハ
ン
バ

ー
グ
感
覚
な
の
で
お
子
さ
ま
に
も
喜
ば
れ
る
一

品
で
す
。

（
高
橋
保
健
婦
）

科学教室「リモコンモーターカーを作ろう！」
�と　き…1月6日(日) 10：00
�ところ…フェライト子ども科学館
�内　容…定員25人◇参加費500円

フェライト子ども科学館　�３２－３１５０

岩城町から

新駅「岩城みなと駅」開業セレモニー
�と　き…12月1日(土) 9：00
�ところ…新駅「岩城みなと駅」(岩城町役場前）
�内　容…出発式、記念式

岩城町情報企画課　�７３－３１７１

矢島町から

矢島スキー場開き
�と　き…12月7日(金) 10：00
�ところ…鳥海高原矢島スキー場

矢島町企画商工観光課　�５５－４９５３

2002エランカップ GSLスキー大会
�と　き…12月23日(日) 9：00～16：00
�ところ…鳥海高原矢島スキー場
�内　容…大回転競技一本制◇定員400人◇参加料2500円
�申込方法…所定の申込用紙に参加料をそえて申し込むこ

と
�申込締切…12月4日(火)正午必着

矢島町企画商工観光課　�５５－４９５３

鳥海町から

鳥海オコジョランドスキー場 スキー場開き
�と　き…12月21日(金) 11：30
�ところ…鳥海オコジョランドスキー場
�内　容…初日リフト料金無料

鳥海町企画観光課　�５７－２２０２

受付期間 平成14年1月4日（金）まで
試 験 日 平成14年1月6日（日）
試 験 場 鶴舞会館（本荘市）
応募資格 平成14年4月1日現在15歳以上17歳未満の

男子（平成14年 3 月中学校卒業見込みの
もの含む）

身 分 等 特別職国家公務員、3年後高校卒業資格
あり、衣食住無料
毎月155,900円の俸給、ボーナス年4.75カ
月分

問 合 せ 自衛隊本荘募集事務所　�22－3479

自衛隊生徒募集

★入賞おめでとう★
平成13年度「税に関する習字」で上位入賞

した方々をご紹介します。
【銀賞】
■佐々木　駿　人くん（大琴小・6年）
【銅賞】
■佐々木　崇　乃さん（大琴小・6年）
■佐々木　健　太くん（大琴小・5年）
■福　田　一　樹くん（高瀬小・3年）
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事　　業　　名 対　　象　　者 サービス内容  利　用　料　等 

単身や高齢者のみの 

世帯、又はそれに準 

じた世帯の高齢者 

配食サービス 栄養バランスのとれ 

た食事の提供と利用 

者への声かけや安否 

の確認をします 

利用料　１食200円 

 

 

・JA秋田しんせい 

寝たきり状態や寝具 

管理が困難な高齢者 

寝具洗濯乾燥消毒サ 

ービス 

（寝具レンタル） 

寝具類一式を１ヶ月 

単位でレンタルしま 

す 

利用料　月400円 

 

 

・JA秋田しんせい 

単身や高齢者のみの 

世帯、又はそれに準 

じた世帯の高齢者 

地域ケア体制整備 

（ふれあい安心電話） 

ふれあい安心電話を 

設置し、日常の悩み 

や不安、緊急時など 

に支援します 

利用料　月300円 

 

 

・社会福祉協議会 

70歳以上の高齢者又 

は65歳以上の身体障 

害者手帳、療育手帳 

所持者 

高齢者温泉利用促進 

（げんき券） 

湯楽里の温泉無料利 

用券を１年につき１ 

冊（10枚綴り）を交 

付 

入浴１日無料利用券 

 

 

・町民福祉課 

80歳以上の高齢者又 

は身体障害者手帳所 

持者の等級による 

高齢者等移送費給付 

（タクシー券） 

東交通のタクシー利 

用券を１年につき１ 

冊（24枚綴り）を交 

付 

乗車１回基本料金無 

料利用券 

 

・町民福祉課 

在宅福祉サービス
在宅で生活している高齢者の方への生活支

援等の事業があります。

おおむね65歳以上の高齢者が対象です。

問い合わせ　町民福祉課福祉係（８番窓口） �69－2117
在宅介護支援センター（いちょう館内）�69－3938
社会福祉協議会　　　　　　　　　　　�69－2135
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（
せ
せ
ら
ぎ
句
会
）

か
ま
き
り
も
鳥
海
山
も
枯
色
に
　
　
　
　
　
横
　
渡
　
高
　
橋
　
ヒ
デ
子

落
葉
掃
く
小
店
定
年
な
き
家
業
　
　
　
　
　
久
　
保
　
高
　
橋
　
典
　
三

夕
暮
の
指
の
つ
め
た
き
帰
り
花
　
　
　
　
　
山
　
崎
　
小
　
松
　
良
　
子

日
溜
ま
り
を
拾
ひ
ひ
ろ
ふ
て
冬
構
　
　
　
　
横
小
路
　
小
　
松
　
丈
　
介

裏
道
を
子
に
促
さ
れ
落
葉
踏
む
　
　
　
　
　
横
小
路
　
宮
　
野
　
源
二
郎

立
冬
の
父
の
形
見
に
袖
通
す
　
　
　
　
　
　
高
戸
屋
　
小
　
松
　
敏
　
雄

下
宿
生
祖
母
の
栗
飯
て
ん
こ
盛
り
　
　
　
　
小
　
倉
　
遠
　
藤
　
ト
ミ
子

八
ッ
手
の
木
花
の
盛
り
を
囲
わ
れ
て
　
　
　
蔵
新
田
　
小
笠
原
　
亮
　
子

青
北
風
や
ま
な
こ
つ
む
り
し
ら
か
ん
仏
　
　
舟
　
木
　
大
庭
　
喜
右
衛
門

大
欅
四
方
に
枯
葉
が
風
に
舞
う
　
　
　
　
　
蔵
新
田
　
小
笠
原
　
ト
　
ミ

庭
落
葉
自
在
の
風
に
さ
か
ら
わ
ず
　
　
　
　
蔵
新
田
　
小
　
野
　
貞
　
子

幼
日
を
解
け
ば
ふ
く
ら
む
毛
糸
玉
　
　
　
　
五
海
保
　
嶽
　
石
　
レ
　
イ

天
高
し
深
呼
吸
し
て
退
院
す
　
　
　
　
　
　
中
　
通
　
小
　
松
　
順
之
助

畦
豆
の
葉
の
散
り
尽
き
て
冬
隣
　
　
　
　
　
舟
打
場
　
高
　
橋
　
民
治
郎

み
づ
う
み
を
消
し
て
雨
来
る
烏
瓜
　
　
　
　
家
ノ
下
　
小
　
松
　
正
　
昭

草
紅
葉
母
の
墓
標
を
隠
し
け
り
　
　
　
　
　
下
小
路
　
小
　
松
　
メ
　
サ

大
根
を
干
し
て
一
郷
静
も
れ
り
　
　
　
　
　
上
　
里
　
小
　
野
　
石
蕗
子

柿
日
毎
色
づ
き
つ
つ
が
な
き
暮
し
　
　
　
　
時
雨
山
　
吉
　
川
　
葉
　
子

五
四

大
み
そ
か
の
稗
飯

む
か
し
む
か
し
、
あ
る
と
こ
ろ
に

大
金
持も

ち
の
地
主
が
お
り
、
そ
の
夫

婦
は
お
お
ぜ
い
の
若
勢ぜ

（
作
男
）
や

め
ら
し

．
．
．

（
女
中
）
に
か
し
ず
か
れ
、

ぬ
く
ぬ
く
と
暮
ら
し
て
い
ま
し
た
。

そ
の
屋
敷
の
中
に
、
お
ふ
く
と
い

う
正
直
で
よ
く
働
く
め
ら
し

．
．
．

が
い
て
、

年
越
し
の
食
事
の
し
た
く
を
し
て
い

ま
し
た
。
こ
の
村
で
は
、
大
み
そ
か

の
晩
だ
け
は
、
昔
の
苦
労
を
し
の
び
、

お
米
の
ご
飯
で
は
な
く
稗
飯
を
食
べ

る
と
い
う
な
ら
わ
し
が
あ
っ
た
の
で
、

お
ふ
く
は
そ
の
な
ら
わ
し
ど
お
り
、

稗
飯
と
た
く
あ
ん
だ
け
の
お
膳
を
主

人
夫
婦
に
さ
し
出
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
夫
婦
は
す
っ
か
り
お
ご

り
に
慣な

れ
て
し
ま
っ
て
い
た
の
で
、

稗
飯
を
見
た
だ
け
で
「
こ
ん
な
も
の

を
食
べ
る
と
腹
痛
に
な
る
」
と
か

「
こ
れ
は
お
前
ら
が
食
う
も
の
じ
ゃ
」

な
ど
と
難
く
せ
を
つ
け
て
は
食
べ
よ

う
と
し
な
い
の
で
し
た
。

お
ふ
く
が
「
ご
先
祖ぞ

さ
ま
の
苦
労

を
し
の
ぶ
稗
飯
で
す
。
食
べ
て
く
だ

さ
い
」
と
な
だ
め
る
と
、
夫
婦
は
怒

り
出
し
、「
お
前
は
め
ら
し

．
．
．

の
く
せ
し

て
主
人
に
意
見
す
る
つ
も
り
か
。
今

日
限
り
さ
っ
さ
と
こ
の
屋
敷
か
ら
出

て
い
け
っ
」
と
お
膳
を
足
げ
に
し
、

そ
こ
ら
中
の
も
の
を
投
げ
つ
け
ま
し

た
。
お
ふ
く
は
そ
の
様
子す

に
悲
し
く

思
い
な
が
ら
も
、
仕
方
な
く
明
日
の

朝
早
く
屋
敷
を
出
て
い
く
こ
と
に
し

ま
し
た
。

そ
の
夜よ

更ふ

け
の
こ
と
、
ど
こ
か
ら

と
も
な
く
不
思
議
な
話
し
声
が
し
ま

す
。「
わ
し
は
こ
ん
な
い
や
な
主
人
の

い
る
家
か
ら
出
て
い
く
ぞ
！
」「
稗
の

神
さ
ま
が
出
て
い
く
な
ら
わ
し
も
出

る
！
」
な
ん
と
稗
の
神
さ
ま
と
お
米

の
神
さ
ま
が
話
を
し
て
い
る
の
で
し

た
。
す
る
と
、「
あ
な
た
方
が
出
る
な

ら
わ
し
も
立
ち
去
る
」
と
お
金
の
神

さ
ま
も
言
う
の
で
し
た
。
そ
し
て
、

三
人
の
神
さ
ま
は
、
そ
ろ
っ
て
門
か

ら
真
っ
暗
な
夜
の
道
へ
出
て
い
き
ま

し
た
。

お
ふ
く

が
、
不
思
議

な
こ
と
も
あ

れ
ば
あ
る
も

の
よ
と
見
て

い
る
と
、
今

度
は
「
わ
し

ら
も
こ
ん
な

主
人
に
は
う

ん
ざ
り
だ
。

出
て
い
こ

う
」
と
屋
敷

の
家か

財
道
具ぐ

は
お
ろ
か
、

柱
や
屋
根
ま

で
空
に
飛
び
上
が
っ
て
し
ま
っ
た
の

で
し
た
。

お
ふ
く
も
屋
敷
を
出
て
歩
い
て
い

る
と
、
三
人
の
神
さ
ま
と
顔
を
合
わ

せ
ま
し
た
。
三
人
の
神
さ
ま
は
「
な

に
ご
と
も
正
直
に
黙
々
と
働
く
お
ふ

く
に
は
、
近
い
う
ち
き
っ
と
い
い
こ

と
が
授
か
る
か
ら
な
」
と
言
う
の
で

し
た
。

お
ふ
く
が
屋
敷
を
振
り
返
る
と
、

そ
こ
に
は
何
も
残
っ
て
お
ら
ず
、
そ

う
と
も
知
ら
な
い
主
人
夫
婦
が
、
雪

の
上
で
い
つ
も
の
お
ご
り
き
っ
た
顔

で
寝
て
い
ま
し
た
。
一
杯
の
稗
飯
を

食
べ
な
い
ば
か
り
に
何
も
か
も
失
っ

て
し
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

（
文
と
絵
　
石
渡
力
造
氏
）



多
雪
地
帯
の
ス
ギ
造
林
木
は
、

長
い
冬
の
間
に
冠
雪
や
積
雪
の
強

力
な
雪
圧
を
受
け
て
、
樹
木
が
根

元
か
ら
傾
く
な
ど
正
常
な
生
育
が

妨
げ
ら
れ
ま
す
。傾
い
た
樹
木
は
、

春
か
ら
夏
に
か
け
て
根
元
部
分
が

湾
曲
し
、
偏
心
肥
大
成
長
に
よ
り

幹
を
鉛
直
に
立
て
直
そ
う
と
し
ま

す
。解

剖
学
的
に
特
異
な
性
質
を
持

つ
根
元
曲
が
り
の
部
分
は
ア
テ
材

と
呼
ば
れ
、
反
り
や
ね
じ
れ
、
割

れ
が
生
じ
易
く
、
材
質
低
下
の
要

因
と
な
り
ま
す
。

こ
の
根
元
曲
が
り
（
ア
テ
材
）

の
形
成
を
終
了
す
る
時
期
は
、
積

雪
深
が
二
メ
ー
ト
ル
地
帯
で
は
樹

齢
が
三
十
年
く
ら
い
と
い
わ
れ
て

お
り
、
根
元
曲
が
り
部
分
の
肥
大

成
長
か
ら
樹
高
成
長
へ
と
変
わ
る

の
が
三
十
年
以
降
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、外
観
的
に
も
三
十
年
以
降
、

次
第
に
根
元
曲
が
り
が
な
く
な
り

盛
ん
な
成
長
が
樹
齢
六
十
年
を
過

ぎ
て
も
続
く
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

こ
の
成
長
特
性
か
ら
、
多
雪
地

帯
で
は
伐
期
八
十
年
位
の
長
伐
期

施
業
が
有
利
で
あ
る
と
判
断
さ
れ

ま
す
。

（
町
林
業
懇
話
会
会
長

佐
藤
恒
悦
氏
）
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　林業 
 だより 

多
雪
地
帯
の
ス
ギ

Ａ玉

葉枯し材

木
材
共
販
市
況

径　　　級 単　価（石） 備　　考

直材36cm上

24～34cm

14～22cm

13cm下

曲　り　材

7,200

4,400～4,700

3,670

1,868

1,801

国有林材等、原木の出材が増加したため、価格・数
量共に厳しい状態。今後も弱含みの厳しい展開が続き
そうである。

（
平
成
十
三
年
十
一
月
・
平
均
価
格
）

四
十
五
年
生
〜
五
十
五
年
生

十
一
月
家
畜
市
場

東由利・成立
区　分
去　勢
雌
全　体

最高価格

頭数
31
26
57

平均体重
307kg
274kg
292kg

平均価格
330,377円
234,271円
286,539円

kg当単価
1,025円
811円
811円

去　勢
雌

金　額
486,150円
532,350円

父
美津福
平茂勝

母の父
北国7の8
谷　茂

母の祖母
安美金
糸晴波

阿部　伸喜（十二ノ前）さんの作品です。

（象潟海岸からの鳥海山） 



住民基本台帳 

男（人） 

女（人） 

計（人） 

世帯数（戸） 

月末人口 前月比 

2,431 

2,581 

5,012 

1,387

－  4 

－  7 

－11 

－  4

 

出生（人） 

死亡（人） 

転入（人） 

転出（人） 

月間異動人数 1月からの累計 

1 

3 

3 

12

23 

38 

65 

130

消防・交通 

火災出動（件） 

救急出動（件） 

交通事故（件） 

死亡（人） 

傷者（人） 

飲酒運転（件） 

酒気帯び（件） 

0 

15 

1 

0 

1 

1 

0

4 

132 

15 

0 

23 

1 

8

月　間 
発生数 

1月から 
の累計  
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日
本
全
土
、
朝
鮮
、
中
国
な
ど
の
草
地
や
田
の
畦
な
ど
に
、
普

通
に
見
ら
れ
る
多
年
草
で
、草
丈
は
50
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
く
ら
い
、

葉
は
広
披
針
形
で
対
生
し
、
上
部
で
枝
分
か
れ
し
ま
す
。
７
〜
９

月
ご
ろ
茎
の
先
端
に
径
約

２
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
黄

色
の
五
弁
花
を
つ
け
ま
す
。

和
名
「
弟
切
草
」
は
昔
、

兄
が
秘
密
に
し
て
い
た
タ

カ
の
傷
薬
で
あ
る
こ
の
草

を
、
弟
が
他
人
に
も
ら
し

た
た
め
、
兄
が
怒
っ
て
弟

を
斬
り
殺
し
た
と
い
う
こ

と
か
ら
つ
け
ら
れ
た
と
い

い
ま
す
。
全
草
を
干
し
止

血
、
は
れ
物
に
外
用
す
る

ほ
か
、
浴
剤
に
す
る
と
湯

冷
め
し
な
い
と
い
い
ま
す
。

３� 機能訓練教室

４� 食生活改善講習会

５� 議会定例会初日

予防接種（乳児・ツ反、高

齢者・インフルエンザ）

７� 予防接種（乳児・ＢＣＧ）

12� 乳児健診

14� 1歳6カ月児健診

16� 高橋宏幸賞童話秋田県コン

クール表彰式

20� 保健対策推進協議会

21� 大平スキー場開き

22～27 高橋宏幸賞入賞作品展

（ふれあいプラザぷれっそ）

23� 天皇誕生日

24� 振替休日

25� 機能訓練教室

小・中学校終業式

28� 役場仕事納め

1/4� 仕事始め

新春座談会

東
由
利 

オ
ト
ギ
リ
ソ
ウ

（
オ
ト
ギ
リ
ソ
ウ
科
）

編
集
・
発
行
▼
東
由
利
町
企
画
課
　
〒
〇
一
五
‐
〇
二
九
五
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
秋
田
県
由
利
郡
東
由
利
町
老
方
字
後
田
七
〇
番
地
三
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�
〇
一
八
四
・
六
九
・
二
一
一
三
　
　
　
印
刷
・
Ｋ
Ｋ
本
間
印
刷
所
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（
10
月
26
日
〜
11
月
26
日
）

広
報
送
付
謝
礼
と
し
て
次
の
方
か
ら

金
一
封
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

伊
藤
久
雄
さ
ん
（
江
戸
川
区
）

社
会
福
祉
協
議
会
に
次
の
団
体
か
ら

ご
芳
志
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
の
で
ご
紹

介
し
ま
す
。

佐
藤
祐
一
郎
さ
ん
（
中
通
）、
佐
々

木
眞
一
さ
ん
（
新
町
）、
東
由
利
町

芸
術
文
化
協
会

文
・
写
真
　
小
松
忠
正
氏

●東由利町ホームページ　　http://www.chokai.ne.jp/higashiyuri/

〈10／1～31〉

（ ）は前月比

少年非行防止の広告に接することが多くなり
ました。『勇気を出して子供をしかる』のが大人
の役割という内容です。非行初期の段階で立ち
直らせることが、少年犯罪を防ぐということな
のでしょう。子供の頃、体格の良い子にすごみ
を感じた記憶があります。でも今は、どんなに
体格が良くても子供は子供にしか見えません。
自分の目が大人になったからかも知れません。
もしかしたら子供をしかれない大人は、まだ自
分が大人になれていないと言うことなのかも知
れない…そんなことをふと思いました。（佐）

「家の畑でとれたサツマイモです。今年は巳年

だったのでこんなサツマイモがとれたのかなと思

いました。」

みなさんからの珍しい写真やおもしろい写真を

お待ちしています。

読者からの投稿
投稿者　田代　三　浦　与　二さん

※
広
報
へ
の
掲
載
を
希
望
し
な
い
方
は
、届
出
の
際
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

●
お
誕
生
お
め
で
と
う

10
／27
遠
　
藤
　
礼れ

菜な

ち
ゃ
ん〈
貴
　
浩
〉
祝
　
沢

淳
　
子

10
／29
阿
　
部
　
颯そ

う

汰た

く
ん
〈
樹
　
悦
〉
新
　
町

真
　
紀

10
／31
大
　
庭
　
唯ゆ

い

都と

く
ん
〈
真
　
悟
〉
舘
合
新
田

ヒ
ロ
子

●
ご
結
婚
お
め
で
と
う

10
／３
小
　
野
　
　
　
保
さ
ん

）
時

雨

山

小
　
野
　
玲
　
香
さ
ん

中
　
　
国

10
／25
工
　
藤
　
博
　
行
さ
ん

）
蔵

秋
　
篠
　
エ
リ
カ
さ
ん

岩

手

県

10
／25
今
　
野
　
和
　
人
さ
ん

）
新
　
　
町

藤
　
原
　
美
和
子
さ
ん

雄
物
川
町

●
ご
め
い
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

10
／29
佐
藤
　
栄
夫
さ
ん
（
41
）
富
美
子
・
夫
・
中
　
通

11
／２
佐
藤
　
祐
一
さ
ん
（
85
）
祐
一
郎
・
父
・
中
　
通

11
／13
小
松
喜
一
郎
さ
ん
（
82
）
サ
　
エ
・
夫
・
新
　
町

11
／16
小
松
金
三
郎
さ
ん
（
86
）
キ
　
ヤ
・
夫
・
田
　
代

11
／17
佐
々
木
シ
ン
さ
ん
（
91
）
眞
　
一
・
母
・
新
　
町

お
わ
び
と
訂
正

11
月
号
「
戸
籍
の
窓
口
」
の
「
お
誕
生
お
め
で
と
う
」
で
菊
池
舜
く
ん
の

自
治
会
名
が
『
宇
戸
坂
』
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、『
大
吹
川
』
の
誤
り
で

す
。
お
わ
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

（
10
月
21
日
〜

11
月
20
日
届
出
）

（
町
営
住
宅
）


